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区長として取り組む廿日市市大野第一

区の運営方針は、次の通りです。  

 

①  区民相互の「絆」を深め、“安心・安全・

活気ある住みよいまち一区”を目標に運営

します。  

②  少子・高齢化が進む中「交流・ふれあ

い」・「防災」・「環境」・「福祉」の 4 分野を

運営の基本として各分野の連携と協働を図

り、環境および地域社会の変化に対応した

“これからも住みたいまちづくり” に取り

組んでいきます。  

③  活動計画に区民の皆さまの意見を反映

し、積極的に参画いただくことで諸行事の

活動を活性化します。  

 

SDG s を意識したのではなく、SDG s は公

表される以前から大野第一区が、活動の基

本方針としてきたことです。  

“安心・安全・活気ある住みよいまち一区”

の現状は、完成形ではなく常に達成目標と

なり“より良いまちづくり”が活動課題に

なります。  

2 0 2 5 問題 (団塊の世代が後期高齢者に )は

将来課題ではなく、現実の高齡者課題にな

っています。少子社会の現状と相まって、

世代を超えた交流をどのように作るかを問

われています。  

 

皆さまの意見反映や参画は、

“安心・安全・活気ある住みよ

いまち一区”に向かう、大きな

力になります。“わたしは、よ

り良い大野一区づくりにどの

ように参画するか、何ができ

るか” を主体的行動に移すこ

とによって、交流・ふれあいが

始まり、深まって「絆」になり「防災」・「環

境」・「福祉」の有効な力になります。  

私達は、連帯と協働によって繋がり「絆」

になって、より良い一区を目指したいと思

います。  

区民の皆様の協力と参画なしに“より良い

一区”を実現することは出来ません。  

廿日市市大野第一区の運営を託された役員

会は、現状を分析し課題を提案しつつ、“よ

り良い一区”SDG s の目標“住み続けたい

町”を実現する先頭に立ち努力をします。  
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昨年 9 月 28 日付で申請をした交付金決

定の通知が昨年 12 月 18 日にあり、  

毎年申請して、5 年目で交付された金額は、

金 2,500,000 円でした。  

今から 5 年前大野第一区は、次の時代を担

う子ども達が住みやすく、高齢者対象の施

設慰問等の社会貢献、また、地域の伝統的

な行事等への積極的な参加を促進するため

の一助になるような地域の活性化に寄与す

る、活き活きとした活動の場を創設したい

と「柿の浦太鼓」のグループを立ち上げま

した。その時、取り組むべき課題の重要性・

緊急性は何かと関係者が集い、①地域に伝

わる伝統的な宮島踊りの調べを和太鼓で表

現し、その継承に努めている。②地域の歴

史的背景及び地理的な特殊性を踏まえた和

太鼓の曲「郷の響き」翔ける他数曲のオリ

ジナルな曲を作り、その普及拡大に努めな

がら地域の応援団と自認し地域づくりを目

指すと決めました。  

 経年劣化した大太鼓、長胴

太鼓、締太鼓を更新し、大締太

鼓 1 台、長胴太鼓 3 台、二丁

掛太鼓 3 台を新たに導入し、

波穏やかな瀬戸の海、優美な

水中花火大会、幻想的な管弦

祭をこれらの太鼓を織り交ぜ

ながら、子ども達の元気なイ

メ ー ジ を 複 数 の 和

太 鼓 で よ り 効 果 的

に 表 現 す る た め に

整 備 の 必 要 性 を 考

えましたが、とても

大 き な 金 額 な の で

躊躇していると、標

記 の 助 成 金 の 申 請

を 太 鼓 の 指 導 を 受

け て い る 先 生 か ら

紹介され、毎年の申

請となりました。  

 3 月 21 日に太鼓等が柿の浦集会所に納入

され、メンバーや保護者の協力を得て今回

助成金のシンボルマーク「くうちゃん」の

シールをすべての物品に貼付ました。  

また、柿の浦太鼓は、未就学児、小中学生

をはじめとして、将来の指導者の育成を見

据えて、団員を新たに募集しています。詳

しくは、大野第一区ホームページを参照し

てください。  

谷口 明 
行事推進部会長 

宮島口東 3丁目担当 

 

三谷 昌一 
行事推進部 

宮島口 1・4 丁目担当 

 

坂本 幸雄 
防犯青少年育成部会長 
宮島口東 1 丁目担当 

 

島 啓二 
防災部会長 

宮島口上 2 丁目担当 

 

藤原 優 
環境衛生部会長 

宮島口東 2 丁目担当 

 

中村 淳 
福祉部会長 

福面 3 丁目担当 

 

正月谷 孝幸 
総務部 

宮島口上 1 丁目担当 

 
中川 和之 
総務部 
会計担当 

 

下藤 進一 
総務部 

宮島口 2・3 丁目担当 

 

清田 克己 
総務部 

福面 2 丁目担当 

 

山口 隆之 
総務部会長 

福面 1・2丁目担当 

 

整備された太鼓全景  

見る  

大太鼓  

見る  

長胴太鼓  

見る  

一般コミュニティ助成事業助成金交付決定  

       柿の浦太鼓代表  鈴木  一成  
二丁掛締太鼓  

 



 

4 月には新 1 年生が入学し小学校生活を

スムーズに、そして、安全にスタートさせ

るために、入学後の下校指導に地域のボラ

ンティアが協力しました。日程は 4 月 12 日  

～ 16 日。 11:30 の下校、最終日は、給食開

始の為 13:30 の下校に合わせ見守りました。 

 

 

  

 

 3 月 28 日 (日 )に第 4 回子どもサバイバ

ル教室を開催しました。今回は「火事だ！

地震だ！どうするツアー」と銘打って大野

第一区を飛び出し、小学 4 年生以上の児童

13 名、役員 2 名、補助者 1 名の参加で、岩

国市ミクロ生物館と岩国防災学習館を訪れ

ました。10 時過ぎに到着し、岩国市ミクロ

生物館の展示を見学した後、館長指導の下、

海水中の生物を顕微鏡で観察しました。顕

微鏡は、学校の物よりかなり性能が高いよ

うで、生物が活発に動いている様子が非常

によく見えました。子ども達も非常に興味

深そうに顕微鏡を覗いていました。生物館

の館長からも「子ども達は予想以上に知識

が豊富で、熱心に取り組んでくれたのには

驚いた」と褒めて頂きました。その後、防

災学習館に向けて出発し、到着後は、まず

防災に関するフィルムを見て、その後、避

難体験・消火体験・地震体験をしました。

避難体験では、煙が充満する部屋の中から

脱出する体験、消火体験は消火器の使用、

地震体験は震度４から７までの揺れや東日

本大震災クラスの揺れも体験することがで

きました。今回訪れた 2 つの施設では、貴

重な体験や学びがありました。是非ご家族

でも一度訪れてみてください。  

子どもサバイバル教室ですが、令和 3 年

度も引き続き活動を予定しております。コ

ロナ禍ではありますが、だからこそ「サバ

イバル」精神で子どもも大人も生き抜いて

いく術を追求していきたいと思います。子

どもサバイバル教室では、道具作り、十徳

ナイフの活用法、縄・ロープの扱いや食用

野草、昆虫食、ろ過技術などの野営活動関

連はじめ、魚捌き、

鶏の締め方、捌き方

な ど の 知 見 を 有 す

る 方 を 先 生 と し て

大募集しています。

子 ど も サ バ イ バ ル

教 室 担 当 の 中 川

（ 56-4785）までお

願いします。  

第 4 回子どもサバイバル  
教室開催報告  

 

大野東小学校 

阿品台西小学校 

阿品台西小近くの陸橋 

グリーンハイツ  

交差点付近 
 

防災学習館  煙 

 ミクロ生物館  顕微鏡 防災学習館  消火器 



 

  

 

3 月 19 日 (金 )、宮島口公園に防災倉庫を

設置しました。元々、一区集会所の倉庫に

防災資材・機材を保管していましたが、昨

年、集会所の取壊しの際に行き場を失い、

一時保管をしていた場所からの復帰です。  

倉庫の鍵は、副区長全員と防災部会長並

びに副部会長が所持しています。倉庫設置

に 伴 い 、 例 年 だ と 地 域 防 災 補 助 金 が 、

101,000 円支給されますが、今回は防災倉

庫枠で別に 100,000 円支給され、お蔭で倉

庫設置費用の大半が賄えた事になりました。 

保管してある防災機材が大活躍するよ

うな災害が来ないことを祈ってます。  

 

 

 

              

 2 月 20 日 (土 )18 時より大野東市民セン

ターにて、本会議が開催されました。青柳

区長の挨拶のあと、警報発令時のキャンセ

ル料徴収廃止や、集会所に置かれている備

品の整理、福面集会所駐車場の使用、青葉

台集会所の無断使用の事例等について説明

がありました。要望では、ある団体の代表

から、廿日市市の各市民センターが利用時

間の区切りを変更するとのことで、これに

対応して集会所も検討してほしいとの意見

があり、市の動向を見て対応したいと思い

ます。集会所の利用は、昨年のコロナ禍の

ため、一時かなり落ち込み、その後徐々に

回復しましたが、第 3 波で再び利用は減り

ました。再び利用が増え、活気のある大野

第一区を取り戻したいところです。   

注）集会所利用お問合せ・予約受付   

東市民センター地域活動室   

080-2892-4178  

月・木曜日  10:00～ 16:00 

1 月 23 日 (土）大野東市民センターで、

令和 2 年度の組長、役員ら 34 人が集い、一

年間の活動を通して感じた思いを語り合い、

有意義な懇談会となりました。  

2 月 21 日 (日 ) 大野東市民センターで大

野第一区後期企画推進協議会が開催されま

した。一区役員、監査及び地域団体の長や

委員ら 21 人が集い、重要事項について協議

しました。  

4 月 17 日 (土 ) コロナ禍で地域を 2 分割

し、午前と午後に分けて総会を実施。役員

人事、収支決算、一区規約改訂、活動計画、

防災会等、承認を頂けました。午前 64 人、

午後 57 人出席で、総会は、成立しました。 

宮島口公園に防災倉庫

設置  

 

前防災部会長   山口  隆之  

 

 

(昼休憩 12:30～ 13:30 頃 ) 

令和 3 年度  組長総会  

午後の組長総会 

午前の組長総会 


